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交通政策審議会第198号答申における位置付け
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答申における東西交通大宮ルートの意義・上位・関連計画の位置付け
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【意義】

• まちづくりが進められている大宮駅周辺地区と浦和美園地区とのアクセス利便性（所要時間、乗換回数）の向上

• 他の鉄道路線の代替機能による大規模災害発生時等のリダンダンシー確保

• 自動車から公共交通への転換促進による温室効果ガス等の排出削減

【課題】

• 収支採算性に課題があるため、関係地方公共団体等において、需要の創出に繋がる沿線開発や交流人口の増加に向けた取
組等を着実に進めた上で、事業計画について十分な検討が行われることを期待

• また、導入空間の確保を含めたルートについて、検討が行われることも期待

⇒導入する交通システムの候補の再整理・比較が必要

【位置付け】

• さいたま市総合都市交通体系マスタープラン基本計画にも東西（大宮～美園）を結ぶ軸として位置付け

〇将来の交通ネットワーク（さいたま市総合都市交通体系マスタープラン基本計画）



東西交通大宮ルートに求められる役割
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• さいたま市では、市内中央部の東西方向の移動手段として、バスが運行されている

⇒しかし、自動車交通量の増加、道路基盤整備の遅れに伴う道路混雑・渋滞等により、定時性と速達性の確保が困難な状況

となっていることから東西交通大宮ルートの整備が期待されている

〇東西交通大宮ルート沿線の路線バスネットワーク 〇昼間12時間平均旅行速度

• 大宮駅から東西交通大宮ルート沿線方面のエリアには、浦和
美園駅、大谷県営住宅、東新井団地、自治医大医療センター
等への路線が運行

【運行本数】
800本/日
【乗降客数】
7,230,000人/年、20,000人/日



東西交通大宮ルート案
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• 東西交通大宮ルートに求められる条件を検討の上、設定されたルート案は下図の4つのモデルルート

⇒「中量軌道システム」としてLRTを想定して検討を行っている。沿線には、下図（赤囲み）の施設が位置しており、施

設沿線に整備された場合、各施設の利用者が、東西交通を使用する可能性がある

〇モデルルートの設定条件

• 大宮から埼玉スタジアム2002間を基本に、起点・経由・終点を設定

• 大宮駅はまちづくりとの連携が図れる可能性のある東口への接続（東西連絡は検討しない）

• さいたま新都心は、可能な限り長距離バスターミナルと接続するように設定

• 鉄道駅とのアクセス性を高めるため、可能な限り既設の駅前広場に接続する様に設定

• 現道・都市計画道路・構想道路上にルートを設定し、併用軌道を基本

※198号答申提案時のルートであり、現時点で確定したものではありません
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• ルート沿線では都市的な土地利用を図る地区のほか、見沼田圃など自然的土地利用を維持・保全する地区も存在

• 首都圏の保全すべき自然環境の一つに位置付けられている見沼田圃を横断することから、環境保全との調整について懸念
されている

〇水とみどりの方針図〇土地利用方針図

東西交通大宮ルート実現に向けた課題
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① 収支採算性の向上

• 費用便益費（B/C）は1.0を上回っているものの、評価期間の30年で黒字転換
が可能であるか、検証が求められる。

② 導入空間

• これまでの検討では、既存の道路空間の再配分や必要に応じた道路の拡幅を想定
してきたが、高架などの別空間を確保する方法も検討する必要がある。

• 延伸構想のある高速道路の高架下に整備するルート案もあるが、沿線需要も含め
て、市街化調整区域に高規格なインフラを整備する必要性があるかの検証も必要
となる。

③ 関係者間の合意形成及び調整

• 市民及び関係者に、本市における公共交通のあり方、LRT等の導入についての
考え方など、十分な説明を行い、合意形成を図ることが重要である。

• LRT等の整備により、当該区域で運行する路線バス事業者等は大きな影響を受
けることから、路線バスの改廃も含めた再編など、事業者との合意形成を図るこ
とが求められる。

東西交通大宮ルート実現に向けた課題


